（様式１）
	

	注１
	注２
	


平成22年度
保健医療分野における基礎研究推進事業
研究プロジェクト応募書
独立行政法人医薬基盤研究所理事長　殿 
	研究プロジェクト名
	注３

	フ リ ガ ナ
	

	総括研究代表者名
	







 eq \o\ac(○,印)

	生 年 月 日
	西暦　　　　年　　月　　日
	年齢
	　　　　才注４
	性　別
	1．男　2．女

	所属研究機関名
	

	所属部署名
	

	役　職　名
	

	所属研究機関の種類
	番号：
	１.国立大学法人(含む大学共同利用機関) ２.公立大学
３.私立大学 ４.短期大学・高等専門学校 ５.厚労省国研
６.厚労省以外の国研 ７.公立試験研究機関 ８.独立行政法人(国立大学を除く) ９.特殊法人・認可法人・公益法人
10.特定非営利活動法人 11.その他

	所　在　地
	〒：
	都道府県名：

	
	

	電 話 番 号 等
	電話：　　　　　　　　内線：　　　　　FAX：

	
	電子メールアドレス：

	研究予定期間
	平成22年４月１日注５ ～ 平成 　年 　月 　日　（合計　　　年間）

	研究費総額(概算)
	
	22年度
	23年度
	24年度
	25年度
	26年度
	総　　額

	（単位百万円）

	人件費注６
	
	
	
	
	
	

	
	備品費
	
	
	
	
	
	

	
	その他注７
	
	
	
	
	
	

	
	総額
	
	
	
	
	
	

	分担研究機関名
	

	研究者総数
	               　人注８


注１）募集対象となる研究分野の(１)①、（１）②、（２）①、（２）②、（２）④（ⅰ）、（２）④（ⅱ）、（２）④（ⅲ）、（２）④（ⅳ）、（２）④（ⅴ）、（３）①又は(３)②のいずれかの該当する番号を記載してください。
注２）この欄は当研究所で記載しますので、記載しないでください。
注３）原則として、採択後の研究プロジェクト名の変更は行えませんので正確に記載してください。
注４）産前・産後休暇及び育児休業を取得した者のうち、その日数を応募資格の制限日に加算することを希
望する者は、当該休業日数を証明するものを様式１に添付してください。
注５）研究予定期間の開始日は平成22年４月１日としてください。
注６）「人件費」欄には、派遣費を含めた合計額を計上してください。
注７）「その他」欄には、間接経費を含めた合計額を計上してください。
注８）「研究者総数」欄には、平成22年度の数を記載してください。
注９）様式１を１ページ目としてください。
（様式２）
研究プロジェクトの概要
　
	 研究プロジェクト名
	

	１．研究の要旨注３
内容が把握できるよう、５行以内で簡潔にに記載してください。
なお、この「１.研究の要旨」欄に記載された内容については、本研究プロジェクトが採択された場合、公表しますので、公表されることを前提として記載してください。


	２．研究の概要
　　研究の目的、到達目標、内容及び保健医療への貢献について、簡潔に記載してください。


	３．キーワード（本研究プロジェクトのキーワードを５つ以内で記載してください。）注４



注１）略語を使用する場合は、最初に「全文字（略語）」と記載し、以降その略語を用いてください。
注２）本様式のページ数は、１枚としてください。
注３）「１.研究の要旨」欄には、図は使用しないでください。
注４）「３.キーワード」欄については、様式11のキーワードと無関係であっても差し支えありません。
（様式３）
他の制度からの助成等の有無
　
	 総括研究代表者が受けている助成等の有無注１～３

	１．競争的研究資金制度注４
次の競争的研究資金を受給している場合に記載してください。
食品健康影響評価技術研究、戦略的情報通信研究開発推進制度、地球温暖化対策ICTイノベーション推進事業、新たな通信・放送事業分野開拓のための先進的技術開発支援、民間基盤技術研究促進制度、消防防災科学技術研究推進制度、科学研究費補助金、戦略的創造研究推進事業、社会技術研究開発事業（公募型）、科学技術振興調整費、世界トップレベル研究拠点プログラム、先端計測分析技術・機器開発事業、独創的シーズ展開事業、産学共同シーズイノベーション化事業、キーテクノロジー研究開発の推進、地球観測システム構築推進プラン、グローバルＣＯＥプログラム、原子力システム研究開発事業、重点地域研究開発推進プログラム、地域結集型研究開発プログラム等、政策や社会の要請に対応した人文・社会科学研究推進事業、人文学及び社会科学における共同研究拠点の整備の推進事業、海洋資源の利用促進に向けた基盤ツール開発プログラム、原子力基礎基盤戦略研究イニシアティブ、地球規模課題対応国際科学技術協力事業、ナノテクノロジーを活用した環境技術開発、地域卓越研究者戦略的結集プログラム、戦略的国際科学技術協力推進事業（共同研究型）、研究成果最適展開支援事業、戦略的イノベーション創出推進事業、若手研究者ベンチャー創出推進事業、厚生労働科学研究費補助金、保健医療分野における基礎研究推進事業、産学官連携による食料産業等活性化のための新技術開発事業、新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業、イノベーション創出基礎的研究推進事業、産業技術研究助成事業、大学発事業創出実用化研究開発事業、石油・天然ガス開発・利用促進型事業、地域イノベーション創出研究開発事業、省エネルギー革新技術開発事業、エコイノベーション推進・革新的温暖化対策技術発掘・実証プログラム、運輸分野における基礎的研究推進制度、建設技術研究開発助成制度、環境研究・技術開発推進費、循環型社会形成推進科学研究費補助金、地球環境研究総合推進費、地球温暖化対策技術開発事業
２．上記競争的研究資金制度以外の国、独立行政法人及び公益法人による研究資金制度注５
１.に掲げる競争的研究資金制度以外の国、独立行政法人及び公益法人による研究資金を受給している場合に記載してください。
３．民間企業からの研究資金の提供状況（本研究プロジェクトに関するものに限る。）注５
民間企業からの研究資金を受給している場合に記載してください。
（記載例）
・　厚生労働科学研究費補助金（医療技術実用化総合研究事業）
「○○○○に関する研究」　○○万円／Ｈ21　（研究期間：Ｈ17～Ｈ21）（主任研究者）
・　戦略的創造研究推進事業（（独）科学技術振興機構）
「○○○○に関する研究」　○○万円／Ｈ22　（申請中）（分担研究者）
・　○○奨励金（株式会社○○）
「○○○○に関する研究」　○○万円／Ｈ22　（申請中）（分担研究者）



　
	 分担研究代表者及び共同研究者が受けている助成等の有無注１～３

	１．競争的研究資金制度注４
次の競争的研究資金を受給している場合に記載してください。
食品健康影響評価技術研究、戦略的情報通信研究開発推進制度、地球温暖化対策ICTイノベーション推進事業、新たな通信・放送事業分野開拓のための先進的技術開発支援、民間基盤技術研究促進制度、消防防災科学技術研究推進制度、科学研究費補助金、戦略的創造研究推進事業、社会技術研究開発事業（公募型）、科学技術振興調整費、世界トップレベル研究拠点プログラム、先端計測分析技術・機器開発事業、独創的シーズ展開事業、産学共同シーズイノベーション化事業、キーテクノロジー研究開発の推進、地球観測システム構築推進プラン、グローバルＣＯＥプログラム、原子力システム研究開発事業、重点地域研究開発推進プログラム、地域結集型研究開発プログラム等、政策や社会の要請に対応した人文・社会科学研究推進事業、人文学及び社会科学における共同研究拠点の整備の推進事業、海洋資源の利用促進に向けた基盤ツール開発プログラム、原子力基礎基盤戦略研究イニシアティブ、地球規模課題対応国際科学技術協力事業、ナノテクノロジーを活用した環境技術開発、地域卓越研究者戦略的結集プログラム、戦略的国際科学技術協力推進事業（共同研究型）、研究成果最適展開支援事業、戦略的イノベーション創出推進事業、若手研究者ベンチャー創出推進事業、厚生労働科学研究費補助金、保健医療分野における基礎研究推進事業、産学官連携による食料産業等活性化のための新技術開発事業、新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業、イノベーション創出基礎的研究推進事業、産業技術研究助成事業、大学発事業創出実用化研究開発事業、石油・天然ガス開発・利用促進型事業、地域イノベーション創出研究開発事業、省エネルギー革新技術開発事業、エコイノベーション推進・革新的温暖化対策技術発掘・実証プログラム、運輸分野における基礎的研究推進制度、建設技術研究開発助成制度、環境研究・技術開発推進費、循環型社会形成推進科学研究費補助金、地球環境研究総合推進費、地球温暖化対策技術開発事業
２．上記競争的研究資金制度以外の国、独立行政法人及び公益法人による研究資金制度注５
１.に掲げる競争的研究資金制度以外の国、独立行政法人及び公益法人による研究資金を受給している場合に記載してください。
３．民間企業からの研究資金の提供状況（本研究プロジェクトに関するものに限る。）注５
民間企業からの研究資金を受給している場合に記載してください。
（記載例）
・　厚生労働科学研究費補助金（臨床研究推進研究事業）
「○○○○に関する研究」　○○万円／Ｈ21　（研究期間：Ｈ17～Ｈ21）（主任研究者）
・　戦略的創造研究推進事業（（独）科学技術振興機構）
「○○○○に関する研究」　○○万円／Ｈ22　（申請中）（分担研究者）
・　○○奨励金（株式会社○○）
「○○○○に関する研究」　○○万円／Ｈ22　（申請中）（分担研究者）



注１）申請中のものも含めて、記載してください。
注２）該当する研究制度名毎に、研究課題名、採択（予定）年度、研究資金額及び研究期間を明記してください。申請中の場合は、「（申請中）」と記載してください。なお、分担研究者等に位置付けられているものの、配分額が０円の場合は、記載する必要はありません。
注３）他の競争的研究資金制度に応募した内容と重複又は一部重複した内容について、本事業へ応募することは問題となりませんが、他の競争的研究資金制度で採択され、かつ、本事業でも採択されることとなった場合、研究内容の重複は認められません。なお、他の競争的資金制度において重複した応募が認められるかどうかについては、当該制度にお問い合わせください。また、他の競争的研究資金制度において、本事業と同一内容の研究プロジェクトが採択された場合は、速やかに、当研究所（「19  問い合わせ先」参照）へ報告し、いずれかの研究プロジェクトを辞退する等の適切な措置を講じてください。
注４）「１.競争的研究資金制度」欄は、「競争的研究資金の適正な執行に関する指針」（平成19年12月14日競争的資金に関する関係府省連絡会申し合わせ）に基づく「不合理な重複」及び「過度の集中」の排除を行うために御報告いただくものです。
注５）「２.上記競争的資金制度以外の国、独立行政法人及び公益法人による研究資金制度」及び「３.民間企業からの研究資金の提供状況」欄は、各研究者に対する公的資金及び民間資金による支援状況を正確に把握するために御報告いただくものであり、重複があることをもって、直ちに、採択が認められないというものではありません。
（様式４）
研究プロジェクトの内容
　
	 研究プロジェクト名
	

	１．研究の目的
本研究プロジェクトの目的を具体的に記載してください。
２．研究の全体構想・到達目標
（１）研究の出発点
本研究プロジェクトに関して、既に挙げている成果及び他の研究者に対する優位性（基本特許を有する等）を記載してください。
（２）研究の全体構想・到達目標注３
研究の全体計画、年次計画等について、各年度及び終了時における研究の達成目標を明示した上で、必要に応じてフロー図等を本様式内に添付して、記載してください。
達成目標は、できる限り詳細かつ具体的に、可能な限り数値を用いて記載してください。従来の技術水準と比較できる場合には、その比較を記載してください。
（３）期待される成果の実用化
本研究プロジェクトに基づく研究成果を、研究期間終了後に、どのように実用化していくかについての計画等を、具体的に記載してください。
３．研究の実施方法注３
　　具体的な研究手法等の研究の実施方法について、研究年度毎に記載してください。
４．申請研究の特色
研究内容、着眼点、研究手法等の独創性・新規性について、記載してください｡
国内・国外における関連すると考えられる類似研究がある場合、その主な類似研究の研究内容、進捗状況及び成果についての概要を簡潔に記載の上、それらの類似研究と比べて本研究プロジェクトが優れている点、進んでいる点等を簡潔に記載してください。
５．保健医療への貢献
研究成果の実用化が、保健医療水準の向上にどのように貢献するのかについて、記載してください。
６．倫理面への配慮
（１）倫理面への配慮の内容
「被験者に対するインフォームド・コンセントを書面で行っている。」､「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針に従い、施設内の倫理委員会において研究計画の承認を受けている。」、「厚生労働省の所管する実施機関における動物実験等の実施に関する基本指針に従い実施する。」など具体的に記載してください。
また、研究内容に倫理面の問題がないと判断した場合には、その旨を、そのように考えられる理由とともに記載してください。
（２）遵守すべき研究に関係する指針等
本研究プロジェクトの内容に照らし、遵守しなければならない指針等については、該当する指針等の「□」の枠内に「レ」を記載してください。複数の指針等に該当する場合は、それぞれの枠内に「レ」を記載してください。
□　ヒトに関するクローン技術等の規制に関する法律(平成12年法律第146号) 
□　特定胚の取扱いに関する指針（平成21年文部科学省告示第83号） 
□　ヒトＥＳ細胞の樹立及び使用に関する指針（平成21年文部科学省告示第156号） 
□　ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針（平成16年文部科学省・厚生労働省・経済産業省告示第１号） 
□　手術等で摘出されたヒト組織を用いた研究開発の在り方について（平成10年厚生科学審議会答申） 
□　疫学研究に関する倫理指針（平成19年文部科学省・厚生労働省告示第１号） 
□　遺伝子治療臨床研究に関する指針（平成16年文部科学省・厚生労働省告示第２号） 
□　臨床研究に関する倫理指針（平成20年厚生労働省告示第415号） 
□　ヒト幹細胞を用いる臨床研究に関する倫理指針（平成18年厚生労働省告示第425号） 
□　研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針（平成18年文部科学省告示第71号）
□　厚生労働省の所管する実施機関における動物実験等の実施に関する基本指針（平成18年６月１日付厚生労働省大臣官房厚生科学課長通知）
　　□　農林水産省の所管する研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針（平成18年６月１日付農林水産省農林水産技術会議事務局長通知）
□　その他の指針等（指針等の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
７．臨床研究登録制度への登録について
研究期間内に介入を行う臨床研究を行う場合、臨床研究登録制度への登録予定の有無について記載してください。
また、本研究プロジェクトに関連した介入を行う臨床研究について、既に登録を行っているものがあれば、登録内容の概略を記載してください。
８．疫学・生物統計学の専門家の関与について
研究計画の遂行にあたり、疫学・生物統計学の専門家の関与の有無について、記載してください。
９．研究チームの有する業績注４
本研究プロジェクトの研究分野に関する研究業績で、「２.（１）研究の出発点」欄に記載していないものがある場合、その研究業績について記載してください。


注１）略語を使用する場合は､最初に「全文字（略語）」と記載し､以降その略語を用いてください。
注２）本様式のページ数は、10枚以内としてください。
注３）一つの研究プロジェクトを複数のサブテーマにより研究を実施する場合には、「２.（２）研究の全体構想・到達目標」欄及び「３．研究の実施方法」欄に、サブテーマ毎に記載するとともに、各サブテーマ間の位置付けが明確になるように記載してください。
注４）募集対象となる研究分野の（３）については、「９．研究チームの有する業績」欄への記載は不要です。

（様式５）
研究体制
　
	研究プロジェクト名
	

	●　一つの研究プロジェクトを複数の研究機関の研究者により実施する場合には、各研究機関の分担関係を記載してください。
また、各研究機関について、郵便番号、所在地、研究代表者名、役職名、電話番号、FAX番号及びE-mailアドレスを記載してください。
（例）
○○○の研究(独立行政法人○○研究所)
住所             郵便番号
研究代表者氏名   役職名
TEL:             FAX:
E-mail:
□□□の研究（□□大学大学院□□研究科□□分野）
住所             郵便番号
研究代表者氏名   役職名
TEL:             FAX:
E-mail:
△△△の研究(独立行政法人○○研究所)
住所             郵便番号
研究代表者氏名   役職名
TEL:             FAX:
E-mail:



注１）一つの研究プロジェクトを単独の研究機関において実施する場合については、本様式の作成は不要です。
注２）募集対象となる研究分野の（３）については、本様式の作成は不要です。
（様式６）
各研究機関における研究チームの構成
No.　　注１
	 研究機関名
	

	１．研究者氏名（所属研究機関名、役職名）注４
（記載例）
　　○ 　□坂　□夫（独立行政法人□□□研究所□□部長）
　　　 　△山　△子（　　　  〃        　　　△△部△△研究室長）
　　　 　▲川　▲美（　　　　〃　　　　　　　▲▲部▲▲研究室研究員）
         ○岡　○朗（　　　　〃　　　　　　　○○部○○研究室研究員）
 （他）　■海　■明（■■ 大学大学院■■ 研究科■■分野助手）
 （新）　氏名未定　２人


	２．研究チーム内の研究内容の分担体制注５
（記載例）
研究代表者　□坂　□夫 (平成　年～平成　年)
△△に関する試験研究　　担当：△山　△子
（平成　年度～平成　年度）
（他）■海　■明（平成　年度～平成　年度）
◇◇に関する試験研究　　担当：▲川　▲美
（平成　年度～平成　年度）
○○に関する試験研究　　担当：○岡　○朗
（平成　年度～平成　年度）
○○に関する試験研究　　担当：（新）氏名未定（平成　年度～平成　年度）



注１）研究機関毎に作成し、「No.　」欄に、通し番号を付けてください。なお、総括研究機関は必ず、「No.1」としてください。
注２）現在想定される研究チームの構成について記載してください。
注３）研究者の氏名が未定の場合、「氏名未定」と記載してください。また、研究者氏名未定の者が複数の場合には、その人数も記載してください。　
注４）「１.研究者氏名」欄には、研究代表者には○印を付けてください。また、他の研究機関から派遣されている研究者にあっては氏名の前に（他）印を、各研究機関で新規に雇用予定の研究者にあっては氏名の前に（新）印を付けてください。
注５）「２.研究チーム内の研究内容の分担体制」欄には、他の研究機関から派遣されている研究者にあっては氏名の前に（他）印を、各研究機関で新規に雇用予定の研究者にあっては氏名の前に（新）印を付けてください。また、各研究機関において、各研究者が本研究プロジェクトに従事する期間を氏名の後に記載してください。
注６）募集対象となる研究分野の（３）については、本様式の作成は不要です。
（様式７）
主な研究者の経歴等
No.　　注１
	担当する研究課題名
	

	１．研究者氏名（フリガナ）
２．所属研究機関及び役職名
３．生年月日／性別
４．学位
（１）機関名
（２）学位
（３）取得年
（４）専攻
５．卒業した大学・学部及び大学院
６．研究経歴注２


	     年　　月
	 　 職　　　　名
	    　   研　　　　究　　　　歴

	（記載例）
○○年○○月

	独立行政法人○○研究所
　　　　　主任研究官

	○○蛋白質の機能に関する研究（○○蛋白質の機能発現には、△△遺伝子が関与していることを発見）


	７．受賞歴、表彰歴
８．研究成果等
（１）研究論文数　　　　　　編（和文［国内］誌　　　　　編、欧文［国際］       編）
（２）著書（ﾚﾋﾞｭｰ）数       編
（３）最近５カ年間の主な研究論文及び著書  （別葉に記載してください。）注３
　　（著者名，論文表題，誌名，巻，ページ，年号）



注１）総括研究代表者、分担研究代表者及び共同研究者毎に作成し、「No.　」欄に、通し番号を付けてください。なお、総括研究代表者は必ず、「No.1」としてください。
注２）「６.研究経歴」欄には、これまで研究されてきた研究経歴を記載するとともに、その研究経歴毎に、主な研究成果について（　）書きで簡潔に記載してください。
注３）８（３）については別葉とし、最近５カ年間に学術誌等に発表された主な論文及び著書（研究者の主要な研究業績や本研究プロジェクトに関係する分野のもの）について、最新のものから順に、１枚以内でわかりやすく記載してください。また、研究者が筆頭著者となっているものについては、○印を付してください。
（様式８）
研究総括表
　
１．研究予算表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）
	研究機関名
	22年度
	23年度
	24年度
	25年度
	26年度
	合　計
	研究費率

	××大学
	
	
	
	
	
	
	

	(独)□□研究所
	
	
	
	
	
	
	

	(財)△△研究所
	
	
	
	
	
	
	

	研究予算合計
	
	
	
	
	
	
	100%


２．従事する研究者総数注１～２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
	研究機関名
	研究者内訳
	22年度
	23年度
	24年度
	25年度
	26年度

	××大学
	研究者総数
	
	
	
	
	

	
	うち新規雇用予定者
	
	
	
	
	

	(独)□□研究所
	研究者総数
	
	
	
	
	

	
	うち新規雇用予定者
	
	
	
	
	

	(財)△△研究所

	研究者総数
	
	
	
	
	

	
	うち新規雇用予定者
	
	
	
	
	

	合　　計
	研究者総数
	
	
	
	
	

	
	うち新規雇用予定者
	
	
	
	
	


注１）「研究者総数」欄には、総括研究代表者、分担研究代表者、共同研究者その他本研究プロジェクトに直接参加する研究者の合計数について記載してください。
注２）募集対象となる研究分野の（３）については、「２.従事する研究者総数」欄への記載は不要です。
（様式９）
研究予算内訳（平成　年度）
　
	研究プロジェクト名
	


                                                                     （単位：百万円）
	費　　　　目
	見積金額
	簡  単  な  積  算  内  容注３
	必 要 性注４

	（記載例）
１．人件費
２．旅費
３．外国人招へい旅費及び招へい外国人滞在費
４．備品費注２
５．謝金
６．消耗品費
７．印刷製本費
８．借料及び損料
９．会議費
10．雑役務費
11．再委託費
12．間接経費

	6.6
21.0
30.0
1.0
17.5

	新規雇用博士研究員
0.55（百万円）×１（人）×12（月)
小型シークエンサー　　20百万円
ＰＣＲ装置　　　　　　１百万円
遺伝子解析試薬　　　10百万円
外注分析費　　　　　　１百万円

	マウス抗ABC受容体抗体のヒト化実験
抗体発現ベクターの配列確認
抗体発現ベクターの調製
抗体発現ベクターの配列確認
抗体の質量分析による蛋白構造の確認

	合　計（１～12）
	76.1
	


注１）平成22年度及び平成23年度の大まかな研究予算の内訳について、年度毎に作成してください。
注２）備品にあっては見積もり価格が50万円以上のものについて、応募時点で想定しているものを記載してください。
注３）「簡単な積算内容」欄には、主要なもののみ記載してください。
注４）「必要性」欄には、その必要性（研究上の用途）を簡潔に記載してください。
（様式10-1）
研究プロジェクトに関する特許関連情報①
No.　　注１
	 総括研究代表者等が保有する主たる特許の説明

	●　研究プロジェクトとは関連性の薄いものは記載しないでください。研究プロジェクトとは関連性の薄いものを記載した場合、研究計画との関連が不明確となり、研究計画の妥当性等に関して、低く評価されることがあります。
発明の名称
発明者
注２
発明の概要
注３
出願国等
注４
日本
米国
欧州
その他
（　　　　）
出願日
登録日
注５
特許出願人
特許権者
注６
出願番号
特許番号
注７
審査状況
注８
登録・拒絶・査定前
登録・拒絶・査定前
登録・拒絶・査定前
登録・拒絶・査定前
専用実施権
の設定等
注９
●　特許公開公報等の提出について
既に公開されている場合は、特許公開公報（既に登録されている場合は特許公報）のコピーを提出してください。
●　審査状況等の提出について
出願国の審査官からの新規性、進歩性等を否定する見解等の審査状況等（国際調査報告頁を含む。）がある場合は、その見解を示した書面を提出してください。
なお、日本及び欧州における審査過程並びに国際調査報告の入手については、以下のURLを利用することができます。
日本：http://www.ipdl.inpit.go.jp/Tokujitu/tokujitu.htmの審査書類情報照会
欧州：http://ep.espacenet.com/numberSearch
国際調査報告：http://www.wipo.int/pctdb/en/


注１）特許毎に作成し、「No.　」欄に、通し番号を付けてください。ただし、本研究に最も関連の深いもの３件までとしてください。
注２）主な発明者３名までを記載してください。
注３）物に係る特許、方法に係る特許又は物を生産する方法に係る特許のいずれであるかを明記した上で、主要クレイムがわかるように記載してください。
注４）日本、米国又は欧州（欧州特許条約に基づき出願した場合を指す。以下同じ。）のうち、特許を出願した国又は地域に「○」を付してください。日本、米国又は欧州以外に出願している国又は地域があれば、「その他」欄の（　）内に主な国又は地域の名称を記載してください。
注５）出願日を上段に記載してください。登録されている場合は、下段に登録日を記載してください。なお、出願準備中の場合は、上段に「出願準備中」と記載してください。また、PCT出願の場合は、上段の出願日の記載に続けて、「PCT」と記載してください。
注６）全ての出願人又は特許権者を記載してください。
注７）出願番号を上段に記載してください。登録されている場合は、下段に特許番号を記載してください。
注８）出願した特許について、拒絶された場合にあっては「拒絶」に、登録された場合にあっては「登録」に、いかなる見解も示されていない場合にあっては「査定前」に「○」を付してください。
注９）専用実施権者若しくは通常実施権者又は仮専用実施権者若しくは仮通常実施権者が存在する場合は、上段には、「専用実施権者」若しくは「通常実施権者」又は「仮専用実施権者」若しくは「仮通常実施権者」のいずれかを、下段には、その氏名又は名称を記載してください。
（様式10-2）
研究プロジェクトに関する特許関連情報②
　
	第三者が保有等する特許の説明

	１．研究開発対象物質（リード化合物、医薬品候補化合物等）に関する特許の説明
研究開発対象物質の特許を研究プロジェクトメンバー外の第三者が保有等する場合、次の事項について記載してください。
（１）研究開発対象物質名及び発明の名称
（２）出願番号又は特許番号
（３）当該発明の概要注２
（４）特許権者又は特許出願者
（５）当該発明に関する特許の審査状況
（６）研究開発に当たっての影響注３
２．実用化に当たり必要な技術等に関する特許の説明（１.に係るものを除く。）
実用化に当たり必要な技術等に関する特許を研究プロジェクトメンバー外の第三者が保有等する場合、次の事項について記載してください。
（１）発明の名称
（２）出願番号又は特許番号
（３）当該発明の概要注２
（４）特許権者又は特許出願者
（５）当該発明に関する特許の審査状況
（６）研究開発に当たっての影響注３



注１）説明は簡潔に記載してください。
注２）物に係る特許、方法に係る特許又は物を生産する方法に係る特許のいずれであるかを明記した上で、主要クレイムがわかるように記載してください。
注３）実用化に当たり、当該物質又は当該技術のライセンス供与を受けるに当たっての許諾状況等を記載するほか、今後の研究開発・実用化に当たり、どのような事項をクリアする必要があるかなどについて記載してください。
（様式11）
府省共通研究開発管理システム（e-Rad）
　
１．研究開発課題名注１
	研究開発課題名
	


２．研究者情報
	研究者名
（漢字-姓名）
	研究者名
（フリガナ-姓名）
	生年月日
	性別

	
	
	
	


３．研究組織情報注２
	研究者名
（漢字-姓名）
	研究者番号
	所属研究機関
コード
	直接経費
	間接経費
	エフォート
（％）

	
	
	
	
	
	


４．重点研究分野及び研究区分注３
	
	コード番号
	重点研究分野
	研究区分

	主分野
副分野１
〃　　２
〃　　３
	
	
	


５．研究分野キーワード注４
	
	コード番号
	研究分野キーワード

	研究分野キーワード１
　　　　〃　　　　２
　　　　〃　　　　３
　　　　〃　　　　４
　　　　〃　　　　５
	
	


６．研究開発の性格注５
	基礎研究
	

	応用研究
	

	開発研究
	


注１）「研究開発課題名」欄には、研究プロジェクト名を記載してください。
注２）「研究者番号」欄には、総括研究代表者及び分担研究代表者の番号（８桁の番号）を、「所属研究機関コード」欄には、その研究代表者が所属する総括研究機関及び分担研究機関の番号（10桁の番号）を記載してください。なお、「直接経費」欄には、平成22年度における様式９の「費目」欄の１.から11.までに記載した見積金額を足し合わせたものを、「間接経費」欄には、様式９の「費目」欄の12.に記載した見積金額を、記載してください。また、「エフォート（％）」欄には、平成22年度における本研究プロジェクトの実施に必要とする時間が年間の全勤務時間（正規の勤務時間以外の勤務時間を含む。）に占める割合を百分率で表した数値（１未満の端数があるときは、これを四捨五入して得た数値）を記載してください。
注３）「主分野」欄には、別表第１「重点研究分野コード表」から本研究プロジェクトの主要な部分の属する重点研究分野及び研究区分を選択して研究区分番号とともに記載し、「副分野」欄には、本研究プロジェクトに関連する主要な部分以外の分野（最大３つ）を同様に選択して記載してください。
注４）「研究分野キーワード」欄には、本研究プロジェクトの内容に応じ、別表第２「研究分野キーワード候補リスト」から適切な研究分野キーワードを選択してコード番号とともに記載してください（最大５つ）。同表に該当するものがない場合は30文字以内で独自の研究キーワードを記載してください。
注５）「研究開発の性格」欄には、基礎研究、応用研究又は開発研究のいずれかに○をつけてください。
基礎研究：特別な応用、用途を考慮することなく、仮説や理論を形成するため若しくは現象や観察可能な事実に関して新しい知識を得るために行われる理論的又は実験的研究
応用研究：基礎研究によって発見された知識を利用して、特定の目標を定めて実用化の可能性を確かめる研究及び既に実用化されている方法に関して新たな応用方法を探索する研究
開発研究：基礎研究、応用研究及び実際の経験から得た知識の利用であり、新しい材料、装置、製品、システム、工程等の導入又は既存のこれらのものの改良をねらいとする研究
注６）別表第１は本事業の募集対象となる研究分野とは関係はありません。別表第１に記載のある分野等でも、応募要領「２　募集対象となる研究分野」に該当しないものは募集対象外ですので、注意してください。
（様式12）
参考文献
　
	●　本研究プロジェクトの内容等を理解するに当たり参考となるよう、他の研究者の主な類似研究等に関する文献を数点挙げ、それぞれについて、著者名、論文表題、誌名、巻、ページ及び年号を記載してください。



（様式13）
用語の説明
	●　応募書類で使用している専門用語等のうち、その専門用語等の説明が必要と思われるものについて、その説明を簡潔に記載してください。



（様式14）
応募チェックシート
	１．研究プロジェクト名
	


　次の各事項について、欠落等がないことを確認をしたら、それぞれの「□」の枠内に「レ」を記載してください。
	２．府省共通研究開発システム（15ページ参照）

	□　「応募情報登録【研究共通情報の入力】」を行っている。
□　「応募情報登録【研究個別情報の入力】」を行っている。
□　「応募情報登録【応募時予算額の入力】」を行っている。
□　「応募情報登録【研究組織情報の入力】」を行っている。
□　「応募情報登録【応募・受入状況の入力】」を行っている。
□　「応募情報登録【応募情報ファイルの指定】」を行っている。


	３．提出書類（28ページ参照）

	□　①平成22年度保健医療分野における
基礎研究推進事業研究プロジェクト応募書（様式１：１枚）
□　②研究プロジェクトの概要     　　         （様式２：１枚）
□　③他の制度からの助成等の有無              （様式３：１～２枚）
□　④研究プロジェクトの内容    　　          （様式４：10枚以内）
□　⑤研究体制※１                            （様式５：１枚）　
□　⑥各研究機関における研究チームの構成※１  （様式６：研究機関１ヶ所につき１枚）
□　⑦主な研究者の経歴等                      （様式７：研究者１名につき別葉を含め２枚）
□　⑧研究総括表　　　　　　　　　　　　　　　（様式８：１枚）
□　⑨研究予算内訳　　　　　　　            　（様式９：各年度につき１枚）
□　⑩研究プロジェクトに関する特許関連情報①  （様式10-1：必要に応じた枚数）
□　⑪研究プロジェクトに関する特許関連情報②  （様式10-2：必要に応じた枚数）
□　⑫府省共通研究開発管理システム（e-Rad）   （様式11：１枚）
□　⑬参考文献                                （様式12：１枚）
□　⑭用語の説明 　　　　　　　　　　　　     （様式13：１枚）
□　⑮応募チェックシート（本状）　　　　　　　（様式14：２枚）
□　⑯応募書類受領通知用・採択結果通知用封筒　（様式15：封筒２枚）
□　⑰様式Ａ※２  　　　　　　　　　　　　　　（様式Ａ：１枚）
□　⑱電子データ　　　　　　　　　　　　　　　（ＣＤ－Ｒ１枚：３ＭＢ以下）
□　⑲論文の別冊又はそのコピー※３　　　　　　（様式７関連：５編以内）
□　⑳特許公開公報等及び審査状況等のコピー※３（様式10-1関連：主要特許３件以内）



※１　募集対象となる研究分野の（３）については、本様式の作成は不要です。
※２　募集対象となる研究分野の（２）④についてのみ、本様式の作成が必要です。
※３　該当するものがない場合は、本資料の提出は不要です。　

	４．作成・提出方法（13ページ及び28ページ参照）

	□　応募書類（様式15を除く。）は、すべてA4版とし、Windows Microsoft Word（様式ＡにあってはWindows Microsoft Excel）により、10.5ポイントの文字サイズ（様式Ａを除く。）で、読みやすい文字数・行間で記載している。
□　「様式１から様式13までの応募書類」には、様式７に基づく別葉を含めて、通しページ番号を、中央下に記載し、全体で40ページ以内としている。（一部の資料については、綴じ込まずに、通しページ番号を付さないものがあることに留意すること。）
□　「様式１から13までの応募書類」の正本（片面印刷、ダブルクリップで留めたもの）１部・コピー（両面印刷、左上をホチキスで留めたもの）35部を提出している。
□　様式10-1に基づき提出する特許公開公報等及び審査状況等のコピーの提出がある場合、当該資料（両面印刷、左上をホチキスで留めたもの）36部を提出している。
□　その他必要資料を提出している。
□　電子データは、Windows Microsoft WordファイルをＣＤ－Ｒに保存し、容量は３ＭＢ以内として、ＣＤ－Ｒ１枚を提出している。（Windows形式以外での申請は無効であることに留意すること。）
□　各資料については、正しい順序で重ねて、封書等に封入している。
□　募集対象となる研究分野の（２）④の応募書類の提出に当たっては、各解析領域の応募書類間に仕切りを設けるなどした上で、いずれの解析分野への応募書類であるかわかるようにして、まとめて梱包している。
□　応募書類が封入される封書等の表に、朱書きにて、「平成22年度保健医療分野における基礎研究推進事業応募書類」と書き、その下に、応募対象となる研究分野の（１）①から（３）②までのいずれかの該当する番号を記載している。
□　総括研究代表者がe-radを通じても応募している。
□　応募期限までに必着するよう余裕を持ち、①郵送の場合は簡易書留で送付し、②宅急便の場合は日付・時間指定で送付し、③持ち込みの場合は午前10時から午後５時までの時間帯に持ち込む。


	５．応募資格（２ページ参照）

	□　総括研究機関は、日本国内の国公立試験研究機関、大学等、独立行政法人、特殊法人、特別認可法人、公益法人又は特定非営利活動法人である。
□　分担研究機関は、日本国内の研究機関である。
□　総括研究機関及び分担研究機関並びに総括研究代表者、分担研究代表者及び共同研究者が、本研究プロジェクトを適切に実施する能力を有している。
□　総括研究代表者が、研究期間を通じて、責任を持って、担当する研究を遂行し、研究に専念できる者である。
□　総括研究代表者は、平成22年度において、本事業における複数の研究プロジェクト（平成21年度から継続して実施予定である研究プロジェクトを含む。）の総括研究代表者でない。
□　総括研究機関及び分担研究機関が、「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」（平成19年２月15日文部科学大臣決定）に基づき、体制の整備その他必要な措置を講じ、また、「研究活動の不正行為への対応に関する指針」（平成19年４月19日厚生労働省大臣官房厚生科学課長・医政局国立病院課長決定）に基づき、体制の整備その他必要な措置を講じる。
□　総括研究代表者、分担研究代表者、共同研究者その他本研究プロジェクトに直接参加する研究者に、基礎的研究評価委員会委員及び当研究所に所属する職員が含まれていない。
□　総括研究代表者及び分担研究代表者においては、e-Radを利用するために必要な「システム利用に当たっての事前準備」を済ませている。
□　総括研究代表者、分担研究代表者、共同研究者その他本研究プロジェクトに直接参加する研究者は、本研究プロジェクトの研究成果について、毎年度、当研究所、厚生労働省及び基礎的研究評価委員会に適切に開示することに同意している。


（様式15）
応募書類受領通知用封筒及び採択結果通知用封筒
　
応募書類を受領した旨及び採択結果について通知しますので、封筒の表に総括研究代表者の郵便番号・住所・氏名を記載するとともに、80円切手を貼付した封筒２枚を、「応募書類受領通知用封筒」及び「採択結果通知用封筒」として同封してください。（記載は手書きでも差し支えありません。）
      　  定形最大（長さ23.5cm、幅12cm）                                         
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